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PRESS RELEASE  2026/7/8   
   

 

⾸に貼る多点シート電極による⾮侵襲的な交感神経活動計測技術を開発へ 
〜NEDO 先導研究プログラム／フロンティア育成事業に採択〜 

 

【概要】 
国⽴⼤学法⼈北海道⼤学（所在地：北海道札幌市、総⻑：寳⾦清博）は、国⽴研究開発法⼈国⽴循環

器病研究センター（所在地：⼤阪府吹⽥市、理事⻑：⼤津欣也）、国⽴⼤学法⼈奈良先端科学技術⼤学院
⼤学（所在地：奈良県⽣駒市、学⻑：塩﨑⼀裕）、株式会社ニューロシューティカルズ（本社：東京都⽂
京区、代表取締役社⻑：三池信也）とともに実施する、「表現学習*1 と頸部貼付型多点シート電極を⽤い
た⾰新的交感神経活動計測技術の研究開発」について、国⽴研究開発法⼈新エネルギー・産業技術総合
開発機構（本部：神奈川県川崎市、理事⻑：斎藤 保、以下「NEDO」）の先導研究プログラム／フロン
ティア育成事業に採択され、研究開発を開始することになりましたので、お知らせします。 
 

【研究の背景・意義】 
⾃律神経は、⼼臓・⾎管・消化器など内臓の機能を⾃動的に制御し、睡眠・覚醒、ストレス、情動と

も密接に関わる、⽣命維持の根幹をなす制御系統で、交感神経と副交感神経の 2 種類があります。中で
も交感神経は、⼼⾝の活動時やストレス時に活発になり、その異常亢進や機能低下は、⾼⾎圧・不整脈・
⼼不全・精神疾患など、多様な疾患・症状と関係することが知られています。 

しかし現状では、交感神経活動（Sympathetic Nerve Activity: SNA）＊2 を体表から⾮侵襲・連続的に
評価する技術は、いまだ⼗分に確⽴されていません。⾃律神経活動を反映する指標として⼼拍変動 
（HRV）＊3 が広く⽤いられていますが、HRV は⼼拍のゆらぎを解析する間接的な指標であり、急峻な神
経活動の変化をリアルタイムに捉えることや、交感神経と副交感神経を厳密に分離して評価することに
は限界があります。また、交感神経活動を直接捉える⽅法として⽤いられる微⼩神経電図などの⼿法は、
電極を神経近傍に刺⼊する侵襲的な計測であり、⽇常的・⻑時間の計測には適していません。 

本研究開発は、この未踏の交感神経活動の⾮侵襲評価に正⾯から挑みます。⾮侵襲的に交感神経活動
を連続モニタリングできるようになれば、疾患の早期変化を捉える医療・ヘルスケア応⽤に加え、脳と
⾝体⽣理の相互作⽤（Brain‒Body coupling）を解明する神経科学研究への展開など⾰新的なインパクト
が期待されます。 
 

【研究開発の概要】 
本研究開発では、⼼臓交感神経の主要な中継点である「星状神経節＊4」に着⽬し、以下の⼆つの独⾃

技術を開発・統合することで、世界に先駆けた⾮侵襲 SNA 計測基盤を構築します。 

頸部貼付型多点シート電極の開発 
星状神経節は⾸の付け根の⽪下 1〜1.5 cm に位置します。体表から SNA 成分を抽出するために⽪膚

に貼り付けるシート型電極を開発し、星状神経節周囲の体表電位を多点で同時計測します。これにより、
体表から交感神経活動成分を推定・抽出するための信号取得基盤を構築します。 
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表現学習を⽤いた SNA 成分抽出アルゴリズムの開発 
体表電位には、SNA 成分に加え、⼼電図（ECG）、筋電図（EMG）、体動アーチファクトなど、複数の

信号が混合しています。これらの混合信号から SNA 成分を選択的に推定・抽出するため、本研究開発
では、機械学習、特に表現学習に基づく信号抽出アルゴリズムを開発します。 

⼀般に、SNA 成分を抽出するモデルを開発するには、直接測定した星状神経節活動を教師信号として
⽤いる⽅法が考えられます。しかし、ヒトにおいて教師信号取得を⽬的に侵襲的な星状神経節活動計測
を⾏うことは、倫理的・実務的に困難です。そこで本研究開発では、HRV などから推定される⾃律神経
状態を補助情報として活⽤し、多点体表電位から星状神経節由来の SNA 成分を推定・抽出する表現学
習アルゴリズムの開発を進めます。 

開発したアルゴリズムの妥当性は、国⽴循環器病研究センターでの動物実験により、侵襲的に測定し
た星状神経節活動と照合することで検証します。その後、健常者及び患者データを⽤いて、ヒト向けア
ルゴリズムの確⽴を⽬指します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【今後の展開と応⽤可能性】 
本研究開発は 4 年間（2026〜2029 年度）で実施します。前半 2 年間で動物実験によるアルゴリズム

の原理実証を⾏い、後半 2 年間でヒト向けアルゴリズムの確⽴とシート電極・プロトタイプ機の完成、
及び概念実証（Proof of Concept: PoC）の実現を⽬指します。 

将来的には、以下のような展開が期待されます。 
・⼼不全・⾼⾎圧・不整脈などの早期検知及び予防・先制医療への応⽤ 
・うつ病・不安障害・パニック障害など精神疾患における⾃律神経ダイナミクスの解明 
・迷⾛神経刺激（VNS）・深部脳刺激（DBS）などニューロモジュレーション治療における客観的リア

ルタイム評価 
・脳と⾝体の⽣理的相互作⽤（Brain-Body coupling）研究における新たな計測パラダイムとしての展開 

開発技術の概要図 
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【プロジェクト概要】 
事 業 名 NEDO 先導研究プログラム／フロンティア育成事業 
課   題 課題 4：脳・神経機能の回復・拡張や⼈機協働を実現するブレインテック・ニューロテッ

ク／脳・神経活動の⾮侵襲的計測の⾼度化とその応⽤ 
テ ー マ 名  表現学習と頸部貼付型多点シート電極を⽤いた⾰新的交感神経活動計測技術の研究開発 
代 表 機 関  国⽴⼤学法⼈北海道⼤学（電⼦科学研究所） 
代表研究者 北海道⼤学電⼦科学研究所 教授 藤原幸⼀ 
分 担 機 関  国⽴研究開発法⼈国⽴循環器病研究センター、国⽴⼤学法⼈奈良先端科学技術⼤学院⼤

学、株式会社ニューロシューティカルズ（再委託） 
実 施 期 間  2026 年 6 ⽉〜2030 年 3 ⽉（4 年間） 

 
【各機関の役割と実施体制】 
（代表機関）北海道⼤学     ：（研究代表者）電⼦科学研究所 教授 藤原幸⼀ 
（分担機関）国⽴循環器病研究センター  ：（分担研究者）循環動態制御部 研究室⻑ 朔 啓太  
（分担機関）奈良先端科学技術⼤学院⼤学  ：（分担研究者）先端科学技術研究科 准教授 久保孝富 
（再 委 託）株式会社ニューロシューティカルズ：（分担研究者）代表取締役社⻑ 三池信也  
 

【⽤語説明】 
＊1 表現学習 … データに含まれる有⽤な特徴や潜在的な構造を⾃動的に抽出・学習する機械学習技術

の総称。 
＊2 交感神経活動（SNA） … ⾃律神経系のうち、⼼⾝の活動・ストレス時に亢進する交感神経系の電

気的活動。⼼拍数・⾎圧の上昇、発汗などの⾝体反応に関与する。 
＊3 ⼼拍変動（HRV） … ⼼電図上の R‒R 間隔（⼼拍間隔）のゆらぎを解析する指標。⾃律神経活動の

間接指標として広く⽤いられている。 
＊4 星状神経節 … 第 7 頸椎前⾯（⾸の付け根付近）に左右 1 対存在する交感神経の主要な神経節。神

経細胞体が集まる中継点であり、⼼臓・⾎管・上肢などの交感神経活動の制御に関与する。 
 
お問い合わせ先 

北海道⼤学電⼦科学研究所 教授 藤原幸⼀（ふじわらこういち） 
ＴＥＬ 011-706-9417  メール fujiwara.koichi@es.hokudai.ac.jp 
ＵＲＬ https://life.sci.hokudai.ac.jp/fa/lab/biomedical-data-science 

配信元 
北海道⼤学社会共創部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8 条⻄ 5 丁⽬） 

ＴＥＬ 011-706-2610  ＦＡＸ 011-706-2092  メール jp-press@general.hokudai.ac.jp 
 国⽴循環器病研究センター企画経営部広報企画室（〒564-8565 ⼤阪府吹⽥市岸部新町 6 番 1 号） 

ＴＥＬ 06-6170-1067(21120)  メール  kouhou@ml.ncvc.go.jp 
 奈良先端科学技術⼤学院⼤学企画総務課渉外企画係（〒630-0192 ⽣駒市⾼⼭町 8916-5） 

ＴＥＬ 0743-72-5063  ＦＡＸ 0743-72-5011  メール s-kikaku@ad.naist.jp 
 株式会社ニューロシューティカルズ 社⻑室（〒113-0033 東京都⽂京区 1-28-10） 

ＴＥＬ 03-3818-6622  ＦＡＸ 03-5840-8214  メール ha4@nci-md.com  
 


